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   日  時 ： ２０１６年 ３月 １日（火） 午後３時３５分 ～ 午後５時１０分 

場  所 ： 東松山校舎 管理棟３階 第１会議室 

構成員 ： ３５名（定足数 １８名）  

出席数 ： ２７名（定足数充足） 

議  長 ： スポーツ・健康科学部長 

 

 

《報告事項》《報告事項》《報告事項》《報告事項》    

  １．東松山キャンパス運営委員会報告（5号館2階のｺﾓﾝｽﾞ化）について 

      議長の指名により、東松山担当主任教授から以下の通り報告がなされた。 

      ・東松山校舎5号館2階 Ｍ‐Ｆｒｏｎｔのコモンズ化として、机・椅子・ホワイトボードが 

       設置されるので、大いに利用していただきたい。 

      ・資料のように2,016年2月15日（月）から、スクールバス高坂便・鴻巣便のルートが 

       変更になる。 

 

  ２．全学教務委員会（2016/2/16）の報告について 

     議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、宿題として以下の3点が挙げられた。 

       ①コマ数の考え方に対する意見 

       ②１コマの時間 100分 あるいは 105分 に 対する意見 

       ③完全セメスター制に対する意見 

 

  ３．野外活動ウィンター（ｽｷｰ[級別ﾃｽﾄ]）及び野外系実習授業（スキー） 

                             学外実習実施報告について 

      議長の指名により、担当のスポーツ科学科教授から２件のスキー実習の報告があった。 

 

  ４．FD委員会からの報告（2015年度 卒業生ｱﾝｹｰﾄ実施）について 

     議長より、標記の件について資料に基づき2015年度の卒業生アンケートを学位授与式会場 

     にて実施することが報告された。 

 

  ５．学生支援センターからの報告(退学・除籍者数)について 

     議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

  ６．スポーツ振興センターからの報告（現状と課題）について 

      議長の指名により、健康科学科教授から標記の件について資料に基づき、スポーツ指導者 

      確保の課題について報告があった。 

 

   ７．教職課程センター申し合わせ事項について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

   ８．教職課程センター教員の職務内容等に関する内規の制定（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

   ９．大東文化大学 災害見舞金規程、給付金等認定規定委員会規程の改正（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 
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  １０．大東文化大学 研究活動の不正行為に関する規程の改正（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

  １１．大東文化大学 公的研究費の適正管理に関する規程の改正（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

  １２．海外の大学（中国/華僑大学）との交流協定書の締結（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

  １３．海外の大学（タイ/ウドンタニ・ラチャパット大学）との交流協定書の締結（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき報告があった。 

 

  １４．学長選挙に関する検討委員会報告について 

      議長より、標記の件について提案があり、審議の結果これが承認された。 

 

  １５．その他 

      特になし 

 

 

《報告承認事項》《報告承認事項》《報告承認事項》《報告承認事項》    

   １．2016（平成28）年度 一般入試（ｾﾝﾀｰ試験利用入試：中期）の合否判定について 

  議長の指名により、スポーツ科学科主任教授および健康科学科主任教授から資料に基づき 

  報告があり、これが承認された。 

 

   ２．2016（平成28）年度 全学部統一入試（2教科／後期）の合否判定について 

      議長の指名により、スポーツ科学科主任教授および健康科学科主任教授から資料に基づき 

      報告があり、これが承認された。 

 

   ３．2016（平成28）年度 スポーツ推薦入試（後期）の合否判定について 

      議長の指名により、スポーツ科学科主任教授から資料に基づき報告があり、これが承認され 

      た。 

 

   ４．2016（平成28）年度 一般入試の一次繰上合格について 

 議長の指名により、スポーツ科学科主任教授および健康科学科主任教授から資料に基づき 

 報告があり、これが承認された。 

 

   ５．2015（平成27）年度 スポーツ・健康科学部学位記授与式の実施（案）について 

            議長より、標記の件について資料に基づき、2015(平成 27)年度卒業証書・学位記授与式に 

       ついて 2016 年 3 月 22 日（火）東京フォーラムで式典があり、その後、板橋校舎に移り、 

      学部での学位記授与式になることの説明がなされた。 

      例年通り、14:30 から 1 号館 1-0301 教室にて両学科同じ教室での挙行となることの確認が 

      なされた。 

      また、大学院の修了式も、同日 14:00 から板橋校舎 3 号館 3-0301 教室で挙行される。 

 

   ６．その他 

      特になし 
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    《議《議《議《議    案》案》案》案》    

   １．2015（平成27）年度 及落（卒業・進級）判定について 

  議長の指名により、スポーツ科学科主任教授および健康科学科主任教授から資料に基づき、 

  2015(平成27)年度 卒業判定ならびに進級判定結果について説明があり、これが承認された。 

 

   ２．2015（平成27）年度 学位記授与式 総代及び副総代の選出について 

  議長の指名により、スポーツ科学科主任教授および健康科学科主任教授から資料に基づき、 

  2015(平成27)年度 大東文化大学学位記授与式の総代の選出について学科協議会の審議結果 

    について報告があり、これが承認された。 

 

   ３．2016年度（前期分） スポーツ・健康科学部教授会日程（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき、昨年度と同時期を目安に予定した来期2016年度 

      前期のスポーツ･健康科学部教授会日程の説明がなされ、これが承認された。 

      後期については、推薦入試の日程を考慮して決定していく提案が了承された。 

 

   ４．大東文化大学 診療所及び保健室に関する規程の改正（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、これが承認された。 

 

   ５．大東文化大学 共同研究及び受託研究に関する取扱要領の制定（案）について 

      議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、それに対して第9条の管理手数料に 

      ついて、１０パーセントに相当する額を管理手数料として徴収するものである、とあるが、 

      徴収した分は何に使うのかという使途について、また、１０パーセントの根拠は何であるか 

      という質問があり、質問に対する回答を以って継続審議とすることになった。 

 

   ６．兼職について 

         議長より標記の件について、資料に基づき説明があり、これが承認された。 

 

   ７．学籍異動について 

      議長の指名により、スポーツ科学科主任教授および健康科学科主任教授から資料に基づき、 

      学籍異動について報告がなされ、これが承認された。 

 

   ８．社会学部設置に関する検討委員会報告について 

      議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、審議のなかで、4 年間一貫教育で 

      板橋校舎に通学するので、東松山校舎で開講している基礎教育科目を軽視することになら 

      ないかという意見が出された。 

      引き続き、次週3月8日の教授会において審議するので、ご意見を伺いたいと要請があった。 

 

   ９．歴史文化学科設置に関する検討委員会報告について 

      議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、審議のなかで、歴史文化学科は 

      文学部に属することになるが、文学部全体としてどうなるのか、その全体像の情報がほしい 

      という意見や、大学はいま、「大学科制」を目指しているのも、コースとして「小学科制」 

      のようになることについて、疑問が呈された。 

      こちらも、引き続き審議するので、ご意見を伺いたいと要請された。 

 

  １０．その他 

      特になし 

 

以 上 

 


